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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　個人の身体上の特徴を抽出する個人識別装置及び電気錠が接続され、通行可否設定テー
ブルを参照し個人の特徴情報に対応する個人番号に基づいて通行の可否を判断して前記電
気錠を施解錠する個人識別コントローラと、
　前記個人識別装置により抽出した個人の特徴情報の認証を行い特定した個人番号を返信
する複数のバイオメトリクス認証サーバーと、
　前記個人識別コントローラ、及び前記複数のバイオメトリクス認証サーバーを相互に接
続するネットワークと
　を備え、
　前記個人識別コントローラは、前記個人識別装置により抽出した個人の特徴情報を、前
記複数のバイオメトリクス認証サーバーへ送信し、前記複数のバイオメトリクス認証サー
バーのうち所定数から認証結果が返信された場合には、前記通行の可否を判断する
　ことを特徴とする出入管理装置。
【請求項２】
　個人の身体上の特徴を抽出する個人識別装置及び電気錠が接続され、通行可否設定テー
ブルを参照し個人の特徴情報に対応する個人番号に基づいて通行の可否を判断して前記電
気錠を施解錠する個人識別コントローラと、
　個人番号をキーとして登録済みの個人の特徴情報と前記個人識別装置により抽出した個
人の特徴情報の照合認証を行い、一致するかどうかを判断し、認証結果を返信する複数の
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バイオメトリクス認証サーバーと、
　前記個人識別コントローラ、及び前記複数のバイオメトリクス認証サーバーを相互に接
続するネットワークと
　を備え、
　前記個人識別コントローラは、入力した個人番号及び前記個人識別装置により抽出した
個人の特徴情報を、前記複数のバイオメトリクス認証サーバーへ送信し、前記複数のバイ
オメトリクス認証サーバーのうち所定数から認証結果が返信された場合には、前記通行の
可否を判断する
　ことを特徴とする出入管理装置。
【請求項３】
　前記個人識別コントローラは、個人識別装置毎に、前記個人の特徴情報を送信すべきバ
イオメトリクス認証サーバーを記述したサーバーテーブルを有する
　ことを特徴とする請求項１又は２記載の出入管理装置。
【請求項４】
　前記個人識別コントローラは、前記所定数の認証結果のいずれか１つに基づいて、ある
いは前記所定数の認証結果が全て一致している場合に一致した認証結果に基づいて、前記
通行の可否を判断する
　ことを特徴とする請求項１又は２記載の出入管理装置。
【請求項５】
　前記個人識別コントローラは、前記複数のバイオメトリクス認証サーバーの一部がダウ
ンした場合には、前記所定数を変更する
　ことを特徴とする請求項１又は２記載の出入管理装置。
【請求項６】
　前記個人識別コントローラは、前記複数のバイオメトリクス認証サーバーの一部がダウ
ンした場合には、前記所定数の認証結果のいずれか１つに基づいて、前記通行の可否を判
断する
　ことを特徴とする請求項１又は２記載の出入管理装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、人や物の出入りを管理する出入管理装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
近年、ビルや建物の扉にカード読取り装置や電気錠を備え、カードのＩＤ番号により人や
物の通行を許可したり、禁止したりする出入管理装置やアクセスコントロール装置が普及
してきている。
【０００３】
また、人の身体上の特徴（例えば、指紋、顔、虹彩、掌形、声紋など）をとらえ、個人を
特定するバイオメトリクスの技術が発展し、カードの代りにバイオメトリクスにより通行
を管理する出入管理装置やアクセスコントロール装置も実用化されている。
【０００４】
従来の出入管理装置について図面を参照しながら説明する。図７は、従来の出入管理装置
の構成を示す図である。この図７は、バイオメトリクス認証を利用した一般的な出入管理
システムである。
【０００５】
図７において、１（１Ａ、１Ｂ）は個人識別コントローラ、２（２Ａ、２Ｂ）は個人識別
装置、３（３Ａ、３Ｂ）は電気錠、４はデータ設定端末、５はバイオメトリクス認証サー
バー、６はイーサネット（登録商標）などの汎用ネットワークである。なお、１台の個人
識別コントローラ１には、複数台の個人識別装置２が接続される。
【０００６】
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イーサネット（登録商標）などの汎用ネットワーク６に接続された複数台の個人識別コン
トローラ１には、１台毎に人の身体上の特徴を抽出する個人識別装置２と電気錠３が接続
されており、個人識別コントローラ１は、認証された個人がその扉を通行可能かどうか判
定し、電気錠３の解錠、施錠により通行の管理を行う。
【０００７】
一般に、出入管理を行う個人識別コントローラ１は、設定スペースや取扱いの簡便さより
マイコン制御のコントローラが利用される。この個人識別コントローラ１は、その扉の通
行を可能とする個人のデータを備えており、そのデータは汎用ネットワーク６に接続され
ているデータ設定端末４により設定される。カードを利用したシステムやバイオメトリク
ス認証が個人識別コントローラ１内で認証処理できるようなシステムの場合は、この構成
でシステムを実現できる。
【０００８】
しかし、バイオメトリクス認証が高度な機能であったり、認証する人数が多い場合には、
個人識別コントローラ１内では認証処理が納まらず、汎用ネットワーク６上に別途専用の
バイオメトリクス認証サーバー５を設置する必要がある。
【０００９】
つぎに、従来の出入管理装置の動作について図面を参照しながら説明する。図８は、従来
の出入管理装置の動作を示すフローチャートである。
【００１０】
図８は、バイオメトリクス認証サーバー５を設置した場合の個人識別コントローラ１の処
理動作を示すフローチャートである。
【００１１】
まず、ステップ９０１において、個人識別コントローラ１は、個人識別装置２により個人
の特徴情報を抽出する。
【００１２】
次に、ステップ９０２において、個人識別装置２により抽出した個人の特徴情報を、汎用
ネットワーク６を通じてバイオメトリクス認証サーバー５へ送信する。個人の特徴情報を
受信したバイオメトリクス認証サーバー５は、認証を行い特定した個人番号を返信する。
【００１３】
次に、ステップ９０３において、個人識別コントローラ１は、バイオメトリクス認証サー
バー５からの応答を待つ。応答が有る場合には、次のステップ９０４へ進む。
【００１４】
次に、ステップ９０４において、バイオメトリクス認証サーバー５から返信された個人番
号に基づいて、図２に示す通行可否設定テーブルを参照し、該当の扉を解錠してよいか判
断する。通行可の場合には、つまり通行可否設定テーブルにおいて該当個人番号の該当扉
番号が○印の場合には、次のステップ９０５へ進む。一方、通行不可の場合は、つまり通
行可否設定テーブルにおいて該当個人番号の該当扉番号が×印の場合は、ステップ９０８
へ進む。
【００１５】
次に、ステップ９０５において、通行可の場合には、個人識別コントローラ１は、電気錠
３を解錠し、個人識別装置２に通行可能であることを表示する。
【００１６】
次に、ステップ９０６において、個人識別コントローラ１は、該当の扉の開閉による通行
を待ち、通行が完了したら、次のステップ９０７へ進む。
【００１７】
そして、ステップ９０７において、個人識別コントローラ１は、通行が完了した場合には
、電気錠３を施錠して処理を終了し、次の操作を待つ。
【００１８】
ステップ９０８において、個人識別コントローラ１は、ステップ９０４で通行不可と判断
された場合は、通行できないことを個人識別装置２に表示し、処理を完了する。
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【００１９】
【発明が解決しようとする課題】
上述したような従来の出入管理装置では、扉の数が多く個人識別コントローラ１の数が多
い場合には、バイオメトリクス認証サーバー５に処理が集中し、応答が遅くなるという問
題点があった。
【００２０】
また、バイオメトリクス認証サーバー５がダウンすると、システム全体がダウンしてしま
うという問題点があった。
【００２１】
さらに、バイオメトリクスはどの方式もまだ完全ではなく、認証アルゴリズムにより認証
の精度の違いや、特定の条件の個人に対して認証しづらいなどの弱点があるという問題点
があった。
【００２２】
この発明は、前述した問題点を解決するためになされたもので、複数のバイオメトリクス
認証サ一バーを設置し、各個人識別コントローラから、適切な複数のバイオメトリクス認
証サーバーに認証要求を送信し、返信された結果により通行可否の判断ができるようにし
たものである。これにより、個人識別コントローラの論理とバイオメトリクス認証サ一バ
ーの組合せにより、応答を早くすることができ、認証の精度を向上することができる出入
管理装置を得ることを目的とする。
【００２３】
また、一部のバイオメトリクス認証サーバーがダウンした場合には、個人識別コントロー
ラの論理やバイオメトリクス認証サーバーの組合せを変更することで、システム全体がダ
ウンに至らないようにすることができる出入管理装置を得ることを目的とする。
【００２４】
【課題を解決するための手段】
この発明の請求項１に係る出入管理装置は、個人の身体上の特徴を抽出する個人識別装置
及び電気錠が接続され、通行可否設定テーブルを参照し個人の特徴情報に対応する個人番
号に基づいて通行の可否を判断して前記電気錠を施解錠する個人識別コントローラと、前
記個人識別装置により抽出した個人の特徴情報の認証を行い特定した個人番号を返信する
複数のバイオメトリクス認証サーバーと、前記個人識別コントローラ、及び前記複数のバ
イオメトリクス認証サーバーを相互に接続するネットワークとを備え、前記個人識別コン
トローラは、前記個人識別装置により抽出した個人の特徴情報を、前記複数のバイオメト
リクス認証サーバーへ送信し、前記複数のバイオメトリクス認証サーバーのうち所定数か
ら認証結果が返信された場合には、前記通行の可否を判断するものである。
【００２５】
この発明の請求項２に係る出入管理装置は、個人の身体上の特徴を抽出する個人識別装置
及び電気錠が接続され、通行可否設定テーブルを参照し個人の特徴情報に対応する個人番
号に基づいて通行の可否を判断して前記電気錠を施解錠する個人識別コントローラと、個
人番号をキーとして登録済みの個人の特徴情報と前記個人識別装置により抽出した個人の
特徴情報の照合認証を行い、一致するかどうかを判断し、認証結果を返信する複数のバイ
オメトリクス認証サーバーと、前記個人識別コントローラ、及び前記複数のバイオメトリ
クス認証サーバーを相互に接続するネットワークとを備え、前記個人識別コントローラは
、入力した個人番号及び前記個人識別装置により抽出した個人の特徴情報を、前記複数の
バイオメトリクス認証サーバーへ送信し、前記複数のバイオメトリクス認証サーバーのう
ち所定数から認証結果が返信された場合には、前記通行の可否を判断するものである。
【００２６】
この発明の請求項３に係る出入管理装置は、前記個人識別コントローラが、個人識別装置
毎に、前記個人の特徴情報を送信すべきバイオメトリクス認証サーバーを記述したサーバ
ーテーブルを有するものである。
【００２７】
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　この発明の請求項４に係る出入管理装置は、前記個人識別コントローラが、前記所定数
の認証結果のいずれか１つに基づいて、あるいは前記所定数の認証結果が全て一致してい
る場合に一致した認証結果に基づいて、前記通行の可否を判断するものである。
【００２８】
この発明の請求項５に係る出入管理装置は、前記個人識別コントローラが、前記複数のバ
イオメトリクス認証サーバーの一部がダウンした場合には、前記所定数を変更するもので
ある。
【００２９】
　この発明の請求項６に係る出入管理装置は、前記個人識別コントローラが、前記複数の
バイオメトリクス認証サーバーの一部がダウンした場合には、前記所定数の認証結果のい
ずれか１つに基づいて、前記通行の可否を判断するものである。
【００３０】
【発明の実施の形態】
実施の形態１．
この発明の実施の形態１に係る出入管理装置について図面を参照しながら説明する。図１
は、この発明の実施の形態１に係る出入管理装置の構成を示す図である。なお、各図中、
同一符号は同一又は相当部分を示す。
【００３１】
図１において、１（１Ａ、１Ｂ）は個人識別コントローラ、２（２Ａ、２Ｂ）は個人識別
装置、３（３Ａ、３Ｂ）は電気錠、４はデータ設定端末、５Ａはバイオメトリクス認証サ
ーバー、５Ｂはバイオメトリクス認証サーバー、６はイーサネット（登録商標）などの汎
用ネットワークである。なお、１台の個人識別コントローラ１には、複数台の個人識別装
置２が接続される。
【００３２】
イーサネット（登録商標）などの汎用ネットワーク６に接続された複数台の個人識別コン
トローラ１には、人の身体上の特徴を抽出する個人識別装置２と、電気錠３が接続されて
おり、認証された個人がその扉を通行可能かどうか判定し、電気錠３の解錠、施錠により
通行の管理を行う。
【００３３】
この個人識別コントローラ１は、その扉の通行を可能とする個人のデータ（例えば、通行
可否設定テーブル）を備えており、そのデータは汎用ネットワーク６に接続されているデ
ータ設定端末４により設定される。
【００３４】
バイオメトリクス認証のためのバイオメトリクス認証サーバー５は、システムの規模、登
録される人数、バイオメトリクスの種類などにより適切な台数だけ設置される。なお、バ
イオメトリクス認証サーバー５は、同一のハードウエアにプログラムとして複数実行され
る場合もある。
【００３５】
一つのシステムで複数の手法のバイオメトリクスを利用する場合も、同様に、それぞれの
個人識別装置２に対応したバオメトリクス認証サーバー５を設定すればよい。また、同じ
バイオメトリクス手法であっても、アルゴリズムやチューニングが異なるバイオメトリク
ス認証サーバー５を設置して相互補完することもできる。
【００３６】
つぎに、この実施の形態１に係る出入管理装置の動作について図面を参照しながら説明す
る。
【００３７】
図２は、この発明の実施の形態１に係る出入管理装置の通行可否設定テーブルの構成を示
す図である。また、図３は、この発明の実施の形態１に係る出入管理装置のサーバーテー
ブルの構成を示す図である。
【００３８】
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図４～図６は、この発明の実施の形態１に係る出入管理装置の動作を示すフローチャート
である。
【００３９】
図４と図５は、複数台のバイオメトリクス認証サーバー５を設置した場合の個人識別コン
トローラ１の処理動作を示すフローチャートである。図４は、バイオメトリクス技術だけ
で個人を識別する場合の処理動作を示すフローチャートであり、図５は、テンキーやカー
ドにより個人を特定した後、その個人と身体上の特徴が一致しているかを判断する場合の
処理動作を示すフローチャートである。
【００４０】
図６は、一部のバイオメトリクス認証サーバーがダウンした場合の処理動作を示すフロー
チャートである。
【００４１】
最初に、ステップ１０１において、個人識別コントローラ１は、個人識別装置２により個
人の特徴情報を抽出する。
【００４２】
次に、ステップ１０２において、個人識別装置２により抽出した個人の特徴情報を、個人
識別装置２毎に、図３のサーバーテーブルで指定されたそれぞれのバイオメトリクス認証
サーバー５へ汎用ネットワーク６を通じて送信する。例えば、個人識別装置２が指紋照合
装置Ａである場合には、図３に示すように、サーバー１（バイオメトリクス認証サーバー
５Ａ）及び２（バイオメトリクス認証サーバー５Ｂ）へ個人の特徴情報を送信する。
【００４３】
データの送信を早くするため、複数の相手に同時に送信できるマルチキャストや同報通信
を使用することができる。個人の特徴情報を受信したバイオメトリクス認証サーバー５は
、認証を行い特定した個人番号を返信する。
【００４４】
次に、ステップ１０３において、個人識別コントローラ１は、バイオメトリクス認証サー
バー５からの応答を待つ。応答が有る場合には、次のステップ１０４へ進む。
【００４５】
次に、ステップ１０４において、個人識別コントローラ１は、図３のサーバーテーブルで
指定されたそれぞれのバイオメトリクス認証サーバー５のうち、あらかじめ設定されてい
る所定数の認証結果が返信されたかどうかを判断する。所定数に達していない場合は、ス
テップ１０３に戻り、返信を待つ。一方、所定数の返信が届いた場合には、次のステップ
１０５へ進む。
【００４６】
次に、ステップ１０５において、認証結果の判断論理がＯＲかＡＮＤかを判断する。どち
らの論理で判断するかは、あらかじめ個人識別コントローラ１毎に設定しておく。認証論
理がＯＲの場合は、次のステップ１０６へ進む。一方、認証論理がＡＮＤの場合には、ス
テップ１０７へ進む。
【００４７】
次に、ステップ１０６において、認証論理がＯＲの場合は、複数台のバイオメトリクス認
証サーバー５から返信された個人番号に基づいて、順に、図２に示す通行可否設定テーブ
ルを参照し、個人番号のいずれかで該当の扉を解錠してよいか判断する。通行可の場合に
は、つまり通行可否設定テーブルにおいていずれかの該当個人番号の該当扉番号が○印の
場合には、次のステップ１０９へ進む。一方、通行不可の場合は、つまり通行可否設定テ
ーブルにおいていずれの該当個人番号の該当扉番号が×印の場合は、ステップ１１２へ進
む。
【００４８】
次に、ステップ１０９において、通行可の場合には、個人識別コントローラ１は、電気錠
３を解錠し、個人識別装置２に通行可能であることを表示する。
【００４９】
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次に、ステップ１１０において、個人識別コントローラ１は、該当の扉の開閉による通行
を待ち、通行が完了したら、次のステップ１１１へ進む。
【００５０】
そして、ステップ１１１において、個人識別コントローラ１は、通行が完了した場合には
、電気錠３を施錠して処理を終了し、次の操作を待つ。
【００５１】
また、ステップ１１２において、個人識別コントローラ１は、ステップ１０６で通行不可
と判断された場合は、通行できないことを個人識別装置２に表示し、処理を完了する。
【００５２】
ステップ１０７において、認証論理がＡＮＤの場合には、複数台のバイオメトリクス認証
サーバー５で認証され返信された個人番号が全て一致しているかを判断する。一致してい
る場合には、次のステップ１０８へ進む。一方、一致していない場合は、ステップ１１２
へ進む。
【００５３】
次に、ステップ１０８において、個人番号が全て一致している場合には、この個人番号に
基づいて、図２に示す通行可否設定テーブルを参照し、該当の扉を解錠してよいか判断す
る。通行可の場合には、つまり通行可否設定テーブルにおいて該当個人番号の該当扉番号
が○印の場合には、ステップ１０９へ進む。一方、通行不可の場合は、つまり通行可否設
定テーブルにおいて該当個人番号の該当扉番号が×印の場合は、ステップ１１２へ進む。
【００５４】
ここで、ステップ１０４の所定数を１にすれば、もっとも早い認証結果で判断を行うこと
ができ、操作上の速度を優先した処理になる。
【００５５】
また、一部のバイオメトリクス認証サーバー５がダウンした場合には、個人識別コントロ
ーラ１は、図６に示す処理を行うことにより、図４のステップ１０４の所定数（応答待数
）を変更（減らし）したり、ステップ１０５の認証論理（認証条件）を変更（ＯＲにした
り）したりして、機能を縮退しての運用も可能となる。
【００５６】
さらに、個人識別コントローラ１に複数種類のバイオメトリクス手法の個人識別装置２が
接続されている場合には、それぞれの個人識別装置２からの身体上の特徴情報の入力を得
て、図３のサーバーテーブルに従い、それぞれの手法のバイオメトリクス認証サーバー５
に特徴情報を送信することにより複合的なバイオメトリクス認証も安易に実現することが
できる。
【００５７】
つづいて、図５により、テンキーやカードにより個人を特定した後、そ個人と身体上の特
徴が一致してしるかを判断する場合の処理動作について説明する。
【００５８】
図４の処理動作と類似しているので、相違点について説明する。
【００５９】
最初に、ステップ２０１において、個人識別コントローラ１は、例えば、テンキーやカー
ド読み取り機で個人番号を入力する。
【００６０】
次に、ステップ２０２において、個人識別装置２により個人の身体上の特徴情報を抽出す
る。
【００６１】
次に、ステップ２０３において、個人番号と個人の特徴情報を合せて、バイオメトリクス
認証サーバー５に送信する。つまり、個人識別装置２毎に、図３のサーバーテーブルで指
定されたそれぞれのバイオメトリクス認証サーバー５へ汎用ネットワーク６を通じて送信
する。
【００６２】
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バイオメトリクス認証サーバー５は、個人番号をキーとして既に登録済みの個人の特徴情
報と、今回、個人識別装置２により抽出された個人の特徴情報の照合を行い、一致するか
どうかを判断し、結果を返信する。
【００６３】
ステップ２０４～２０６は、図４のステップ１０３～１０５と同様である。
【００６４】
ステップ２０７において、個人識別コントローラ１は、認証論理がＯＲの場合は、いずれ
かのバイオメトリクス認証サーバー５から認証ＯＫが返信されているかを判断する。認証
ＯＫが返信されている場合には、ステップ２０９へ進む。一方、認証ＯＫが返信されてい
ない場合は、ステップ２１３へ進む。
【００６５】
ステップ２０８において、個人識別コントローラ１は、認証論理がＡＮＤの場合には、全
てのバイオメトリクス認証サーバー５から認証ＯＫが返信されているかを判断する。認証
ＯＫが返信されている場合には、ステップ２０９へ進む。一方、認証ＯＫが返信されてい
ない場合は、ステップ２１３へ進む。
【００６６】
ステップ２０９において、個人番号に基づいて、図２に示す通行可否設定テーブルを参照
し、該当の扉を解錠してよいか判断する。通行可の場合には、つまり通行可否設定テーブ
ルにおいて該当個人番号の該当扉番号が○印の場合には、ステップ２１０へ進む。一方、
通行不可の場合は、つまり通行可否設定テーブルにおいて該当個人番号の該当扉番号が×
印の場合は、ステップ２１３へ進む。
【００６７】
以下、ステップ２１０～２１３は、図４のステップ１０９～１１２と同様である。
【００６８】
以上のように、この発明の実施の形態１に係る出入管理装置は、バイオメトリクス認証サ
ーバー５をシステムの規模、信頼性、応答性、複合認証などの要望に合せて、複数台設置
し、個人識別コントローラ１より適切なバイオメトリクス認証サーバー５に特徴情報を送
信し、その認証結果を判定し、個人を識別することができる。
【００６９】
また、この発明の実施の形態１に係る出入管理装置は、一部のバイオメトリクス認証サー
バー５がダウンしても、運用を継続することができる。
【００７０】
また、複数のバイオメトリクス手法の組み合わせによる照合や、アルゴリズムやチューニ
ングの異なる認証方法の組み合わせによる認証結果により個人を識別することができる。
【００７１】
これらにより、応答性が良く、信頼性が高く、高機能な出入管理装置を実現することがで
きる。
【００７２】
【発明の効果】
この発明の請求項１に係る出入管理装置は、以上説明したとおり、個人の身体上の特徴を
抽出する個人識別装置及び電気錠が接続され、通行可否設定テーブルを参照し個人の特徴
情報に対応する個人番号に基づいて通行の可否を判断して前記電気錠を施解錠する個人識
別コントローラと、前記個人識別装置により抽出した個人の特徴情報の認証を行い特定し
た個人番号を返信する複数のバイオメトリクス認証サーバーと、前記個人識別コントロー
ラ、及び前記複数のバイオメトリクス認証サーバーを相互に接続するネットワークとを備
え、前記個人識別コントローラは、前記個人識別装置により抽出した個人の特徴情報を、
前記複数のバイオメトリクス認証サーバーへ送信し、前記複数のバイオメトリクス認証サ
ーバーのうち所定数から認証結果が返信された場合には、前記通行の可否を判断するので
、応答を早くすることができ、認証の精度を向上することができるという効果を奏する。
【００７３】
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この発明の請求項２に係る出入管理装置は、以上説明したとおり、個人の身体上の特徴を
抽出する個人識別装置及び電気錠が接続され、通行可否設定テーブルを参照し個人の特徴
情報に対応する個人番号に基づいて通行の可否を判断して前記電気錠を施解錠する個人識
別コントローラと、個人番号をキーとして登録済みの個人の特徴情報と前記個人識別装置
により抽出した個人の特徴情報の照合認証を行い、一致するかどうかを判断し、認証結果
を返信する複数のバイオメトリクス認証サーバーと、前記個人識別コントローラ、及び前
記複数のバイオメトリクス認証サーバーを相互に接続するネットワークとを備え、前記個
人識別コントローラは、入力した個人番号及び前記個人識別装置により抽出した個人の特
徴情報を、前記複数のバイオメトリクス認証サーバーへ送信し、前記複数のバイオメトリ
クス認証サーバーのうち所定数から認証結果が返信された場合には、前記通行の可否を判
断するので、応答を早くすることができ、認証の精度を向上することができるという効果
を奏する。
【００７４】
この発明の請求項３に係る出入管理装置は、以上説明したとおり、前記個人識別コントロ
ーラが、個人識別装置毎に、前記個人の特徴情報を送信すべきバイオメトリクス認証サー
バーを記述したサーバーテーブルを有するので、応答を早くすることができ、認証の精度
を向上することができるという効果を奏する。
【００７５】
　この発明の請求項４に係る出入管理装置は、以上説明したとおり、前記個人識別コント
ローラが、前記所定数の認証結果のいずれか１つに基づいて、あるいは前記所定数の認証
結果が全て一致している場合に一致した認証結果に基づいて、前記通行の可否を判断する
ので、応答を早くすることができ、認証の精度を向上することができるという効果を奏す
る。
【００７６】
この発明の請求項５に係る出入管理装置は、以上説明したとおり、前記個人識別コントロ
ーラが、前記複数のバイオメトリクス認証サーバーの一部がダウンした場合には、前記所
定数を変更するので、応答を早くすることができ、認証の精度を向上することができると
いう効果を奏する。
【００７７】
　この発明の請求項６に係る出入管理装置は、以上説明したとおり、前記個人識別コント
ローラが、前記複数のバイオメトリクス認証サーバーの一部がダウンした場合には、前記
所定数の認証結果のいずれか１つに基づいて、前記通行の可否を判断するので、応答を早
くすることができ、認証の精度を向上することができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】　この発明の実施の形態１に係る出入管理装置の構成を示す図である。
【図２】　この発明の実施の形態１に係る出入管理装置の通行可否設定テーブルの構成を
示す図である。
【図３】　この発明の実施の形態１に係る出入管理装置のサーバーテーブルの構成を示す
図である。
【図４】　この発明の実施の形態１に係る出入管理装置の動作を示すフローチャートであ
る。
【図５】　この発明の実施の形態１に係る出入管理装置の動作を示すフローチャートであ
る。
【図６】　この発明の実施の形態１に係る出入管理装置の動作を示すフローチャートであ
る。
【図７】　従来の出入管理装置の構成を示す図である。
【図８】　従来の出入管理装置の動作を示すフローチャートである。
【符号の説明】
１、１Ａ、１Ｂ　個人識別コントローラ、２、２Ａ、２Ｂ　個人識別装置、３、３Ａ、３
Ｂ　電気錠、４　データ設定端末、５Ａ　バイオメトリクス認証サーバー、５Ｂ　バイオ



(10) JP 4223243 B2 2009.2.12

メトリクス認証サーバー、６　汎用ネットワーク。

【図１】 【図２】

【図３】
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